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政策立案の仮説を基にした実装機能

新機能一覧

以下の機能を新たに追加しました。

画
面
イ
メ
ー
ジ

地図を用いた
課題状況の可視化

折れ線グラフ等を用いた
課題の時系列データの可視化

テーブルを用いた
課題の一覧化

活
用
方
法

• 自地域のデータを類似地域や周辺
地域等と比較し、優先度を検討の
うえ施策を打てるよう、課題の状
況を把握する

• 下記を実施し、施策効果を把握
• 類似した地域のうち、施策の
実施有無でグルーピングし、
課題の解決状況を比較する

• 課題の時系列変化を捉える

• 各テーマに紐づく課題の解決状況
を比較し、優先的にデジタル施策
に取り組むべき課題を捉える
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地図を用いた課題状況の可視化

デジタル実装状況を表示している地図について、ヒートマップ機能を有した地図を並列で追加すること
により、課題状況を踏まえた検討が可能になりました。

地図を用いた
課題状況の可視化

• 自地域のデータを類似地域や周辺地域等と比較し、課題状況を客観的に把握する

地図上に表示する
課題指標を指定します

マウスオーバーすることで
該当市区町村における指標

が見れます

雄武町
手続のオンライン率
100%
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地図を用いた課題状況の可視化

デジタル実装状況を表示している地図について、ヒートマップにより課題状況を表示する機能を追加し
ました。

地図上に表示する課題指
標を指定します

地図を用いた
課題状況の可視化

• 自地域のデータを類似地域や周辺地域等と比較し、課題状況を客観的に把握する
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折れ線グラフ等を用いた課題の時系列データの可視化

デジタル実装済と未実装との団体とで課題指標の差が生じるのかを検証するため、課題指標の最新値と
共に時系列変化を把握できる折れ線グラフを追加しました。

対象分野においてデジタル実装
済みの団体と未実装の団体にグ
ルーピングし、課題指標の差を
捉えます

折れ線グラフ等を用いた
課題の時系列データの可視化

下記を実施し、施策効果を把握
• 類似した地域のうち、施策の実施有無でグルーピングし、課題の解決状況を比較
する

• 課題の時系列変化を捉える
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テーブルを用いた課題の一覧化

地域の課題の解決状況を把握し施策の優先度を検討をするため、各デジタル実装テーマに紐づく課題指
標を一覧化しました。

テーブルを用いた
課題の一覧化

各テーマに紐づく課題の解決状況を比較し、優先的にデジタル施策に取り組むべき課題を
捉える

ハイライトを行う上での比較対象を指定します
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RAIDA「デジタル実装」で目指す政策立案の姿

上述の新機能を追加することで、地域の課題解決に資する情報支援を行います。

デ
ジ
タ
ル
実
装
状
況

平均以上 平均未満

実
装
済

未
実
装

目指すべき姿

自地域の課題に対応した
デジタル実装を進め、
地域課題を解決できる

施策実施後にどの程度
地域課題が解決できたのか

わからない

検討しているデジタル実装はあるが
実施すべき明確な根拠を

説明できない

他の地域課題に
おけるデジタル実装へ

地域課題のさらなる解決に向けた
事業見直し（施策効果の検証）

３

類似した施策を実施した地域課題の
解決状況を把握（施策効果の把握）

２

どのデジタル実装から優先的に
取り組むべきかわからない

地域課題の優先度を
踏まえたデジタル実装

施策の検討（優先度検討）

１

地域課題に関する指標
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